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　本報告書の記載範囲は、（京浜）地域に所在する組織、（株）東芝から分離した法人（以下、
構内関係会社）及び（株）東芝以外の法人（以下、構内駐在会社）で働くまたは組織のために
働くすべての人が担当する業務活動、製品、サービスとします。
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今、世界中で地球環境への危機が叫ばれ、中でも地

球温暖化は特に重要視されています。日本でも首相

が世界に対し2020年までに温室効果ガス25％削

減を目指すことを表明し、我々の到達点がより具体

的になってきました。それに先駆けて東芝グループ

では地球環境問題の解決に向け2050年のあるべき

姿（「地球と調和した人類の豊かな生活」）を描き

そのための課題を解決していくことを環境ビジョン

2050として策定いたしました。

　その中で、エネルギー機器を製造する私たち東芝

京浜事業所は、今後ますます需要の増えるエネルギ

ーの安定供給と地球温暖化の防止との両立による　

ごあいさつ

京浜事業所長

－２－

◎ 設立年月　１９２５年（大正１４年）８月

◎所在地　　横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

◎敷地面積　477千ｍ２　延床面積　340千ｍ２

◎ 従業員数　２，２０１　人
（２００９年３月３１日時点）

◎ 設立年月　１９２５年（大正１４年）８月

◎所在地　　横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

◎敷地面積　477千ｍ２　延床面積　340千ｍ２

◎ 従業員数　２，２０１　人
（２００９年３月３１日時点）

【入舟分工場】：工業地域

横浜市鶴見区寛政町20番1号

敷地面積27千ｍ２　延床面積14千ｍ２

【入舟分工場】：工業地域

横浜市鶴見区寛政町20番1号

敷地面積27千ｍ２　延床面積14千ｍ２

【本工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

敷地面積358千ｍ２　延床面積260千ｍ２

【本工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町2丁目4番地

敷地面積358千ｍ２　延床面積260千ｍ２

【西分工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町1丁目9番地

敷地面積92千ｍ２　延床面積66千ｍ２

【西分工場】：工業専用地域

横浜市鶴見区末広町1丁目9番地

敷地面積92千ｍ２　延床面積66千ｍ２

京浜事業所の概要

「エネルギーアプローチ」を担っています。

　火力発電機器においては、エネルギー効率の優れ

た製品を開発して世界中のお客様にお届けすること

で化石燃料の節約やCO
2
の削減に貢献し、また、

CO
2
を排出せずに発電ができる原子力発電機器や

水力発電機器の性能を向上させることで、エネルギ

ー供給に伴うCO
2
発生量全体を抑制することができ

ます。環境負荷の少ない製品の研究・開発に注力す

ること、つまり、私たちの本来業務がそのまま環境

負荷の低減につながっていると言えます。

　製品による貢献と共に、東芝ボランタリープラン

に基づいて環境保全に関する中期・短期的な目標値

を定め、地球温暖化の防止、資源の有効活用、化学

物質の排出量削減など事業活動の中での環境負荷の

低減に取り組んでいます。自分たちの製品が世界の

CO
2
削減に少なからず貢献することを自覚し、責任

と誇りを持って事業活動を進めています。

　この環境報告書は、私たち京浜事業所の環境保全

活動の内容と成果をまとめたものです。この報告書

をご一読いただき、ご理解をいただくとともにご意

見をお聞かせいただければ幸いに存じます。

、



　　　　火力発電所では化石燃料を燃やして蒸気を発生させ、そ

の蒸気の力で蒸気タービン発電機を回して電力を発生させ

ます。この火力発電所で使用する蒸気タービン発電機と熱

交換器を設計、製造しています。また最近はエネルギーの

有効利用として、ガスタービンを回して発電し、そこから

排出された高温の排ガスを再利用して蒸気を発生させ、そ

の蒸気の力で蒸気タービン発電機を回して発電するコンバ

インドサイクルプラントが数多く建設されています。これ

らの火力発電機器の効率を上げる事が直接ＣＯ2の排出量

削減に繋がるため、技術開発による性能向上に注力してい

ます。
火力発電所

●●蒸気タービン・ガスタービン蒸気タービン・ガスタービン

ガスタービン

蒸気タービン

発電機

Ｈ型コンバインドサイクル

140MW　SCSF-42”/50Hz 180MW　TCDF-3.5”/60Hz 285MW　TCDF-48“/50Hz 700MW　TC4F-40“/60Hz
（246atg/593℃/593℃）

蒸気タービンのシリーズ

Steam Turbine Series

1000MW　TC4F-40”/60Hz 　
（246atg/566℃/593℃）

●タービン発電機・復水器他●タービン発電機・復水器他 発電機の構造

CAPACITY 
(MVA)

　　水素＋水冷却　　

タービン発電機の冷却方式と単機容量

大容量水冷却発電機
（2P-60Hz1,120MVA

水素冷却発電機
2P-50Hz-563MVA

空気冷却発電機
2P-50Hz-250MVA 

３D-CAD　配管図

復水器給水加熱器

製品紹介

ステータ鉄心

ステータコイル

軸受

エンドリング ステータフレーム
ターミナルブッシング

ローター

ローターファン
コレクター
カバー

火力発電機器

－３－

1,5001,000500

CAPACITY 
(MVA)

H2

H2 +H2O

4 - POLE

AIR

H2 +H2O

2 - POLE

空気冷却

水素冷却

水素＋水冷却

　蒸気タービンのタイプと工場組立　



原子力発電所

● 炉内保全技術

●蒸気乾燥器

●気水分離器

●炉心シュラウド

●制御棒

●内臓型

再循環ポンプ

●改良型制御棒駆動機構

水力発電では水の落差によるエネルギーを利用

して電力を発生させ、ＣＯ2を発生させない自然

エネルギーです。電力使用量の変動に対応しやす

いので負荷調整用としても利用されます。この水

力発電所の水車発電機及びその制御機器の設計、

製造をし、さらなる効率向上に注力しています。

　　　　

水力発電所

●水車及び水車発電機

水中小形ビーグル シュラウドの交換 ジェットポンプの交換放電加工レーザーピーニングフラットビーグル

●炉内点検
遠隔操作（ロボット）による検査技術

●予防・事後保全

遠隔操作による補修技術 世界初のシュラウド交換技術

●統合保全

●原子炉構造（ABWR）

●発電機ステーター

（固定子）

●発電機ローター

（回転子）

●上カバー及び

ガイドベーン開閉機構

●水車ランナー

　　　　原子力発電は、ウラン燃料の核分裂で得られる熱を利用して蒸気を

発生させ、その力で発電機を回して電力を発生させます。化石燃料を

燃やさないためＣＯ２を排出しないクリーンエネルギーとして注目さ　

れており、現在日本の電力の3分の１を担っています。

　　　　この原子力発電所の主に沸騰水型と呼ばれる原子炉及びその出力制

御機器などの設計、製造をしています。

製品紹介

原子力発電機器原子力発電機器

水力発電機器発電機器

－４－

●上部格子板

●炉心支持板



ＣＳコイル（国際熱核融合実験炉( ITER )向）

　　核融合炉は未来の無限のエネルギー源として期待され

ています。海水からほぼ無尽蔵に燃料を抽出でき、二酸

化炭素も一切発生しません。いよいよ国際核融合実験炉

（ＩＴＥＲ）の建設がフランスで始まりますが、東芝は

これまで超電導センターソレノイドコイル（ＣＳコイル

）、炉内構造物保全用大型遠隔保守装置（ビークルマニ

ピュレータ）、真空容器などのＲ＆Ｄを行い、建設開始

に向けての開発に貢献してきました。ＩＴＥＲの建設に

あたっては真空容器、超電導コイル、ビークルマニピュ

レータなどの機器の受注に向け活動しています。

単結晶引上げ装置用超電導磁石

　シリコン単結晶は現代のエレクトロニクス社会に無くて

はならない材料です。その製作には超電導磁石が用いられ

ています。シリコン単結晶は多結晶シリコンを溶かしたル

ツボからゆっくり成長させながら引き上げます。溶融シリ

コンの中で対流があると

●単結晶引上げ装置用超電導磁石

引き揚げ

●るつぼ（シリコン溶融液）

●シリコンインゴット

●磁場

超電導電力貯蔵装置（ＳＭＥＳ）

　　　　現在の生産現場では、雷などで瞬間的に電力系統

の電圧が低下すると、電子機器が停止し、多大な損

害が発生することがあります。このような瞬間的な

電圧低下を補う、超電導電力貯蔵装置（ＳＭＥＳ）

を製作しています。超電導磁石に20MJの磁気エネ

ルギーを蓄え10MWの電力を1秒間補える装置をシ

ャープ亀山工場に納入しました。蓄電池などに比べ

有害物質の少ないクリーンな装置です。

2.8m2.8m

製品紹介

新エネルギー：超電導機器新エネルギー：超電導機器

－５－

ルツボの不純物が溶け出す

などして、品質の良いシリ

コン単結晶が作れません。

そこで、超電導磁石で強い

磁場をかけて対流を抑制し

ます。常電導磁石を使うの

に比べ大幅な省電力を実現

しています。



１．環境保全への取り組みを、経営の最重要課題の
　　１つとして位置付け、技術的、経済的に可能な
　　範囲で、継続的な改善・向上に全従業員で取り
　　組みます。

２．環境保全に関する法令等を順守すると共に、自
　　主基準を設定し汚染の防止に努めます。

３．製品の開発・設計段階で環境影響評価を行い、
　　環境負荷の低減に配慮した環境調和型製品の提
　　供に努めます。

（１）製品の高効率化、軽量化、長寿命化に努め、
　　　地球温暖化防止、省エネルギー、省資源に寄
　　　与する。
（２）有害物質を含まず再資源化が容易な原材料の
　　　採用に努める。

４．生産活動に関する環境影響評価を行い、環境負　
　　荷の低減や汚染の防止に努めます。

（１）水質汚濁と大気汚染の防止に努める。
（２）化学物質の適性な管理と環境負荷の小さい物　
　　　質への代替化に努める。
（３）廃木材、廃油など廃棄物の３Ｒ
　　　（Reduce,Reuse,Recycle）の推進に努める。
（４）電力、都市ガスの消費抑制を主体とした省エ　
　　　ネルギーの推進とＣＯ２排出量の低減に努める。
（５）グリーン調達を推進し、環境負荷の小さい部品、
　　　材料の購入に努める。

５。取引先や近隣との協調を図り、積極的な情報開示
　　とコミュニケーションを行います。

　京浜事業所は、（株）東芝　電力システム社　環境経営基本方針に基づき、エネルギー機器事業の
中核工場として、環境調和型製品の提供および立地している周辺環境の保全に努め、持続可能な社会
へ貢献します。

環境保全活動

京浜事業所環境マネジメントの歴史

　1997年　８月：ISO14001認証取得

　2005年　８月：新規格ISO14001 :2004認証取得

　2006年　８月：３回目の更新審査に合格

　2007年　２月：電力システム社環境マネジメントシステムへ統合

　2007年１２月：一年次サーベイランス受査

　2008年１２月：二年次サーベイランス受査

継続的改善継続的改善

環境方針環境方針

計計画画
((Plan)Plan)

実施及び運用実施及び運用((Do)Do)

マネジメントレビューマネジメントレビュー((Act)Act)

点点検検
((Check)Check)

環境マネジメントシステム構造図

ISO14001登録証

ISO：International Organization for Standardization　国際標準化機構
　ISO14001 の認証は審査登録機関の株式会社日本環境認証機構(JACO)による審査を受査し、３年毎に更新しています

　　　　電力システム社では、200７年２月より本社から事業所まで統合した環境マネジメントシステムを構築し、

ISO14001 の認証を取得しました。

　　　　京浜事業所も事業所として取得していた ISO14001 から、電力システム社全体の環境マネジメントシステ

ムに移行し、ISO14001規格に基づく環境マネジメントシステムのサイクル（Plan-Do-Check-Act）により

環境保全活動の継続的改善を図っております。

環境マネジメントシステム環境マネジメントシステム

（（株）東芝　京浜事業所　環境保全基本指針株）東芝　京浜事業所　環境保全基本指針

－６－

１、環境保全への取り組みを、経営の最重要課題の１つとして位置付け、技術的、経済的に可能な範囲で、
　　継続的な改善・向上に全従業員で取り組みます。

２、環境保全に関する法令等を順守すると共に、自主基準を設定し汚染の防止に取り組みます。

３、３、製品の開発・設計段階で環境影響評価を行い、環境負荷の低減に配慮した環境調和型製品を提供します。製品の開発・設計段階で環境影響評価を行い、環境負荷の低減に配慮した環境調和型製品を提供します。
　（１）地球温暖化防止、省エネルギー化、省資源化に寄与する高効率で軽量、長寿命な製品の開発
　（２）有害物質を含まず再資源化が容易な原材料の採用

４、４、生産活動に関する環境影響評価を行い、環境負荷の低減や汚染の防止に取り組みます。生産活動に関する環境影響評価を行い、環境負荷の低減や汚染の防止に取り組みます。
　（１）水質汚濁と大気汚染の防止
　（２）化学物質の適性な管理と環境負荷の小さい物質への代替化
　（３）廃木材、廃油など廃棄物の３Ｒ（Reduce,Reuse,Recycle）の推進
　（４）電力、都市ガスの消費抑制を主体とした省エネルギーの推進とＣＯ２排出量の低減
　（５）グリーン調達による、環境負荷の小さい部品、材料の購入の推進

５、取引先や近隣との協調を図り、積極的な情報開示とコミュニケーションを行います。

京浜事業所は、（株）東芝　電力システム社　環境経営基本方針に基づき、エネルギー機器事業の
中核工場として、環境調和型製品の提供および東京湾に面して立地している周辺環境の保全に努め、
持続可能な社会へ貢献します。



□環境保全

□環境保全

京浜事業所

責任者

副責任者

　　　　　　

電力社ＥＣＰ委員会

電力社環境事務局会議

電力社グリーン調達委員会

内部監査員

共通スタフ
支社店
部門

原子力

事業部

火力・水力

事業部

　ＷＥＣ統括　
事業部

現地サイト 現地サイト

□環境保全

□環境保全

関係会社

責任者

副責任者

環境経営責任者
電力システム社　社長

環境推進責任者
電力システム社　生産統括責任者

電力社
地球環境会議

電力システム社環境保全体制図

環境事務局
電力システム社　　　 　　

生産・調達部　環境担当長

（環境推進副責任者）

環境保全活動

京浜事業所長（環境保全責任者）及び生産技術部長（環境保全副責任者）のもと①製品・技術、②業務活動・

サービス、③取引先の別にそれぞれ部環境保全責任者を設け運営しています。また、地球環境会議や地球環境生

産部会及び地球環境技術部会を審議・諮問機関として活動しています。

京浜事業所環境保全体制図

職制ライン 指導・支援ライン 審議・諮問ライン 任命・指名ライン

環境ボランタリープラン
（環境自主行動計画）

東芝グループは「2000年度を基準とした2010年度の東芝グループ総合環境効率を２倍にします。」という「環境

ビジョン2010」を公表し、その実現のために、第4次環境ボランタリープラン（拡張）を設定しました。「環境調和

型製品の提供」「地球温暖化の防止」「資源の有効活用」「化学物質管理」の４アイテムの具体的数値目標として

2012年までの目標を定めています。京浜事業所はこれに基づき独自の目標を定めて環境保全活動を推進しています。

　地球環境会議

委員長　京浜事業所長

委員　　各部門長

環境保全責任者：　　　　
　　　　　 京浜事業所長

技術責任者

内部監査員

環境保全副責任者：　　　
　　　 生産技術部長

公害防止管理者

業務活動･ｻｰﾋﾞｽ関連
生産技術部長

製品関連
企画部長

取引先関連

資材部長

部門環境保全責任者

構内関係会社
構内駐在会社

各課長

地球環境生産部会
委員長　生産技術部長

委員　　各部代表者　

地球環境技術部会
委員長　企画部長

委員　各部代表者

部門環境保全委員会

環境保全体制環境保全体制

－７－

※１ 1990年度基準　※２ 2001年度(家電リサイクル法の施行年度)基準　

2012年2009年2008年指標

54％削減43.4％削減48.8％削減総排出量
大気・水域への
総発生量削減

化学物質
管理

10％削減対’08年度
1％削減

800.4
ｍ3/億円

水受け入れ量生産高原単位削減　　　　　　　

（180％）当事業所は対象外
使用済製品
再資源化量

製品リユース
・リサイクル

24％削減
29.3％
削減維持

29.3％削減総排出量原単位
廃棄物総発生量の

削減

資源の
有効活用

44％削減
対’08年度
積載率1％向上

1,880
ｔ-CO2

総排出量原単位
物流CO2排出量の

削減

38％削減
’08年度
実績維持

8％増総排出量
温室効果ガス

（エネルギー起源以外）

排出量の削減

47％削減28.4％削減27.8％削減総排出量原単位
エネルギー起源CO2
排出量の削減

地球温暖化
の防止

業務
プロセス
の革新

全廃全廃比率
100％

全廃比率
80％

製品に含まれる
特定15物質群

特定化学物質の全廃

80％70％69％
環境調和型製品の
売上高比率

環境調和型製品の提供製品
環境効率
の向上

東芝Gr.目標（京浜）実績/目標

（※１）

（※２）



製品における環境配慮

－８－

　エネルギー機器を生産している京浜事業所では、より環境負荷の少ない製品の研究・開発に力を注いでいます。

　　 ●火力発電機器の効率を向上させることで、化石燃料の消費とＣＯ２発生を抑制。

　　 ●ＣＯ２を排出しない原子力発電機器や水力発電機器の性能向上。

　　 ●製品の長寿命化、コンパクト化による省資源化。

　　 ●有害化学物質の使用廃止。

●環境調和型製品事例●環境調和型製品事例

環境調和型製品の提供環境調和型製品の提供

最終段
長翼

最終段最終段
長翼長翼

・高性能排気室の解析
最終段静翼

・国内最大級の長翼開発のための解析技術

３次元段落解析

・高性能３次元設計翼の開発のための解析技術

●タービン性能向上●

非定常湿り
蒸気解析

液滴追跡解析による
湿分分離溝最適化

最終段動翼

湿分分離溝



事業所における環境配慮

京浜事業所の事業活動に伴う環境負荷の主なものは、エネルギー使用、用水の使用、化学物質の使用、大気への　

　CO2・排ガス等の排出、海域への排水放流、廃棄物の排出などがあります。私たちは、これらの環境負荷を把握し、

　可能な限り低減するための諸施策を実施することにより、環境に優しい、より良い製品作りを目指しています。

下図は2008年度の当事業所における環境負荷を示します。

京浜事業所の環境負荷２００８年度実績

エネルギー

電力 6,032万 kWh/年
都市ガス　 5,204千 m3/年
LPG　　　 　　14  ｔ/年
ガソリン 　 24.3 KL/年
軽油　　　 　5.7  KL/年

エネルギーエネルギー

電力 6,032万 kWh/年
都市ガス　 5,204千 m3/年
LPG　　　 　　14  ｔ/年
ガソリン 　 24.3 KL/年
軽油　　　 　5.7  KL/年

用水

市水（上水）153,934ｔ/年

工業用水　　639,285ｔ/年

用水用水

市水（上水）153,934ｔ/年

工業用水　　639,285ｔ/年

化学物質

規制化学物質総量 37 種
　　　　　　　　65.6 ｔ/年

うち PRTR法対象物質 13 種
　　　　　　　　13.9 ｔ/年

化学物質化学物質

規制化学物質総量 37 種
　　　　　　　　65.6 ｔ/年

うち PRTR法対象物質 13 種
　　　　　　　　13.9 ｔ/年

大気

ＣＯ２（エネルギー起源）

　　　　　　29,754ｔ -CO2/年

ＮＯｘ　 　　 3,199 ｔ/年

大気

ＣＯ２（エネルギー起源）

　　　　　　29,754ｔ -CO2/年

ＮＯｘ　 　　 3,199 ｔ/年

排水

排水量　　238,137ｔ/年

排水排水

排水量　　238,137ｔ/年

※１　規制化学物質：東芝第4次環境ボランタリープランで定める４４９種の化学物質のうち、当事業所で使用しているもの
※２　排水量：雨水を含まない工程系排水、生活系排水の測定値

※３　総排出量：金属、紙類等リサイクルできる有価値物も含めた排出物の総量

※１

京浜事業所の環境負荷京浜事業所の環境負荷

－９－

資源

鉄 　　　 172,319 ｔ/年
その他金属類 16,522ｔ/年

非金属 　　　　2,301ｔ/年

その他 　　 　 6,084 ｔ/年

資源資源

鉄 　　　 172,319 ｔ/年
その他金属類 16,522ｔ/年

非金属 　　　　2,301ｔ/年

その他 　　 　 6,084 ｔ/年

排ガス

化学物質　 　7.76 ｔ/年

温室効果ガス 　　　 　
　 　599ｔ -CO2/年

排ガス

化学物質　 　7.76 ｔ/年

温室効果ガス 　　　 　
　 　599ｔ -CO2/年

※２

廃棄物

総発生量　 　10,538ｔ/年

　 廃棄物　 1,940ｔ/年

　 金属類　 8,598ｔ/年

廃棄物廃棄物

総発生量　 　10,538ｔ/年

　 廃棄物　 1,940ｔ/年

　 金属類　 8,598ｔ/年

※３

※２



事業所における環境配慮

　　　　京浜事業所は、法令に基づいて排水や排ガスの定期測定を実施しています。また、2006年3月に横

浜市と環境保全協定を締結し、環境への負荷を軽減するために事業者が行うべき取り組みについて合意

事項を定め、法規制値を守るだけではなく、さらに厳しい管理を実施しております。

特定排水口（No.2、No.6）

動力監視センター 横浜市環境創造局横浜市環境創造局

テレメータ

排水の常時監視

ＵＶ値
燐

窒素

排水量

環境監視
センター

　　　　　　京浜事業所では、定期分析のほかに、特定施設からの排水と生活雑排水の水質及び煤煙発生施設から

の排ガスを常時監視し、リアルタイムで横浜市の環境創造局に送信しています。

常時監視体制常時監視体制

●トレンド事例

動力監視センター 横浜市環境創造局横浜市環境創造局

テレメータ

排ガスの常時監視

ＮＯｘ

Ｏ2
燃料使用量

●水質監視体制

●大気監視体制

特定排水口　　…２ヶ所

煤煙発生施設　…２ヶ所

本工場

No.6排水口

No.2排水口

西分工場

京浜事業所の常時監視施設位置

ガスエンジン

常時監視

煤煙発生施設

環境監視
センター

ＵＶ値
燐
窒素
排水量

施設管理（排水・排ガス等関連）施設管理（排水・排ガス等関連）

常時監視

－１０－

ＮＯｘ
Ｏ２

燃料使用量

排水口ｐH ボイラーNOx値

65T/Ｈボイラー



事業所における環境配慮

地球温暖化防止（省エネルギー活動）

●●省エネ活動事例省エネ活動事例

●●エネルギー排出量・原単位エネルギー排出量・原単位 ●エネルギーの内訳（２００８年度）●エネルギーの内訳（２００８年度）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

’90 ’00 ’01 ’02 ’03 ’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09 ’10 ’11 ’12

0

20

40

60

80

100
ＣＯ２排出量(㌧） 省エネ改善効果(㌧） 生産高原単位（％）

　

（t-CO2/年）
（％）

(目標年度）（基準年度） 年度

生産高原単位

　事例１： コンプレッサーの更新 事例 ２ ： 天井照明の高効率化

－１1－

　京浜事業所は、エネルギーの使用の合理化を目的とした省エネルギー新スキームによる機器選定、管理、点検等を

実施するためにエネルギー管理標準の作成などを積極的に推進してきました。また動力設備の効率運転、省エネルギ

ー機器の導入、省エネパトロール実施など運用面での改善も積極的に展開しています。

　京浜事業所は、CO２原単位排出量 （ CO２排出量/ 生産高：単位 t-CO２/億円）を管理指標とし、1990年を基準

年度として2010 年度までに25％削減することを目標に掲げ省エネに取り組んでいますが、２００８年度は工場内

コンプレッサーの更新、エア漏れ改善、天井照明の高効率化、休憩室のエアコン自動制御および室内外機器の洗浄　

（フィルター・フィン）などを実施しました。また、自家発電設備（ガスエンジン）の運用方法の変更により、CO２

排出量を前年度より大きく削減することができました。１９９０年度比ではCO２排出量は約３６％、生産高原単位で

は約２８％の削減となり、２０１０年度目標（２５％削減）を達成することができました。

概要 ： 工場内のコンプレッサーの一部をレシプロからスク　
　　　 リュー式に更新するとともに、エアドライヤーを設　
　　 　 置し、電力量の削減を実施しました。（'０８実績）

効果 ： 改善前 1,961MWh/ 年 （ 722ｔ-CO２）

　　　 改善後 1,450MWh/ 年 （ 534ｔ-CO２）

　　　 削減量 　511MWh/ 年 （ 168ｔ-CO２）

概要 ： 工場内の天井照明については、計画的に高効率　　　
　　　 タイプの照明機器に更新しています。０８年度
　　　 は約３００個の天井照明に高効率タイプを採用

し、電力量の削減を実施しました。（'０８実績）

効果 ： 改善前 1,850MWh/ 年 （ 681ｔ-CO２）

　　　 改善後 1,506MWh/ 年 （ 554ｔ-CO２）

　　　 削減量 　343MWh/ 年 （ 126ｔ-CO２）

0.4%

16.7%

54.5%

28.4%
エネルギー

２６，５０９

２t-CO /年

自家発電

都市ガス都市ガス

購 入
電 力

その他

0

500

1,000

1,500

2,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月

07年度 08年度

電力量
（MWｈ）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

07年度 08年度
電力量
（MWｈ） （グラフは累計値） （グラフは累計値）

（注）自家発電（ガスエンジン）はCO2
　　　削減の観点から‘08年度の運転は

　　　所内電力ピーク対応として使用。

設備更新 設備更新

東芝VPE
目標

47％削減

京浜事業所目標
25％削減’08年度達成

※※

※　VPE：東芝Gr.環境ボランタリープラン



事業所における環境配慮

化学物質の排出量削減化学物質の排出量削減

　京浜事業所では、東芝ボランタリープランで定める規制化学物質４４９物質中 ３７物質を使用しています。

中でもトルエン、アセトン、メチルイソブチルケトン、キシレンなどは塗装や洗浄に多く使用されています。

　2000年度を基準に２０10年度までに50%削減、２０１２年度までに54%削減を目標とし、作業手順の改

善や新しい塗料の開発により、化学物質の削減に取り組んでいます。

－１2－

●●規制化学物質削減事例規制化学物質削減事例

VOC：volatile organic compounds（揮発性有機化合物）

　　揮発性を有し、大気中で気体状となる有機化合物の総称

　含浸樹脂の洗浄及び部品の脱脂洗浄に使用しているアセトンの削減に取り組んでいます。今までも使用上の
改善努力により、ある程度の成果をあげてきましたが、’０８年度より代替品導入による削減に取り組みまし
た。この取組みにより、削減対象となったアセトンの使用量を約130ｋｇ削減することができました。　

　アセトン代替品の開発

　従来火力発電機器に使用していた塗料（ＴＺプライマー）
を、２００７年度から一部低ＶＯＣ塗料（ＴＺプライマー
ＸＬ）に代替することにより、化学物質排出量の削減を行っ
ています。
　このTZプライマーXLは、塗料メーカーと一緒に開発し
た塗料で、従来品に比べて４４％もVOC含有量が低いも
のです。
　該当する作業で、従来品を使用した場合より、２００８
年度では年間で２６４ｋｇ削減できました。

　低ＶＯＣ塗料の標準化

●削減対象アセトン使用量の推移●’０８年度アセトン代替品開発スケジュール

●従来品と比較した代替塗料のVOC削減効果

306kg
削減

(目標）（基準年度）

（ｋｇ）

排出量

ＶＰＥ計画値

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0 '00 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12

東芝VPE
目標

54％削減

年度

排
出
量
（
ｋ
ｇ
）

1月～3月10月～12月7月～3月4月～6月

代替品調査

サンプルテスト

適用

適用拡大

1316

1017

785
656

400

900

1400

２００５ ２００６ ２００７ ２００８

㎏

約130ｋｇ削減

264kg
削減

（ｋｇ）

2010年度塗装ショップ
のHC除去装置稼動予定。

生産増により排出量増加



事業所における環境配慮

資源の有効活用（廃棄物削減）

京浜事業所は、生産活動により発生する金属類、廃棄物について排出量の削減と再資源化に取り組んできま

した。主な取り組み事項は、「①分別徹底による再資源化の推進、②横浜市廃棄物交換システムの活用の推

進、③木材や発泡スチロールのマテリアルリサイクル化、④木製パレットのリユース、⑤ 通い箱や簡易梱包

によるリデュース」です。

２００８年度は横浜市廃棄物交換システムの活動推進、分別排出の徹底を図り、総排出量では前年度比７％

削減、生産高原単位では８％削減となりました。

生
産
高
原
単
位
（
％
）

－１3－

●●再資源化活動事例再資源化活動事例

●資源の有効活用事例●資源の有効活用事例

　横浜市廃棄物交換システムの利用の推進

京浜事業所から発生する廃棄物を資源として有効に再利用できる他の工場・業者に斡旋することにより､リユー
スの促進を図りました。

神奈川県
横浜市
商工会議所
商工会

登録・斡旋
の申込み

斡　旋

交換　成立

京浜
事業所

交換の協議

利用する
工場･業者

交換の協議

※登録及び斡旋は無料

登録・斡旋
の申込み

斡　旋

再利用再利用

無償引渡し無償引渡し

廃棄物の分別改正とその周知廃棄物の分別改正とその周知

　廃棄物の分別方法を変更、改正内容を周知するため、
事業所内の全部門に分別指導を実施。並びに分別ガイド
の改正。

銭湯の薪として銭湯の薪として
無償提供無償提供

改正された分別ガイド改正された分別ガイド 改正内容の説明資料改正内容の説明資料

年度

総
排
出
量
（
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（基準年度）
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東芝VPE
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80％

総排出量（ｔ）

生産高原単位（％）

　改正ルール施行後、分別状況の確認のため全部門の代表
者にを集めて現状と今後の取組みについて確認しあった。

分別状況説明会分別状況説明会



事業所における環境配慮

環境会計環境会計

調達活動調達活動

※2008年度より、従来の取引先数から取引金額に
　基準が変更されました。

　京浜事業所は、東芝グループのグリーン調達ガイドラ

インに基づいて、環境負荷が小さい製品、部品、材料、

原料を調達しております。この選定にあたっては、それ

らの調達品を環境負荷の低減に関する項目で評価すると

共に、取引先の環境保全活動への取組状況を考慮してラ
ンク分けを行っております。

　京浜事業所は優良ランクＳ、Ａをグリーンパートナー

（GP）とし優先して取引を行っています。

　京浜事業所は、取引先への環境保全文書の配布により

環境保全情報の周知を行うと共に、取引先の環境影響評

価に基づき、指導・支援、協力要請を行っています。

基本方針の開示基本方針の開示

調達活動の推進

　環境保全活動に要したコストとそれによって得られた効果を把握し、事業活動の指標として活用するために、

１９９０年度から環境省のガイドラインに準拠した「環境会計制度」を導入しています。

　２００８年度の環境保全活動のため投資した金額は100百万円、要したコストは7,693百万円で、得られた　

効果は1,755百万円となりました。

－１4－

20点以下

25～50点

55～80点

85～110点

超110点 または ISO14001認証取得

評価点合計

改善要請、指

導支援を前提

優先取引

調達選定基準

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｓ

ランク

東芝グリーン調達ガイドラインに基づく取引先評価

◎環境保全活動コスト （環境保全のための投資額及び費用額）

◎効果

指導・支援の実施指導・支援の実施 協力要請協力要請

環境負荷の少ない資材購入促進環境負荷の少ない資材購入促進

一般取引先

（影響力を行使可能）

主要取引先

環境に著しい取引先 環境に著しい取引先

要求事項
の伝達
要求事項
の伝達

取引先全体

取引先環境影響評価

0

20

40

60

80

100

目標 実績
％

94％

グリーンパートナー化率（金額ベース）

達成

94％

［単位　百万円］

6188温暖化防止、オゾン層保護など地球環境保全
コスト

7,693100合計

100大気賦課金、土壌汚染修復など環境損傷コスト

00環境保全団体支援、情報開示など社会活動コスト

7,1900環境調和型製品開発など研究開発コスト

1770監視、教育、自然保護など管理活動コスト

10グリーン調達、購入上・下流コスト

860資源の効率的利用、廃棄物のリサイクルなど資源循環コスト

16712大気、水質、土壌汚染防止など公害防止コスト

事業エリア内
コスト

費用投資額内容分類

効果額内容分類

1,714土壌・地下水等の汚染防止を目的とした環境構造物投資による将来的な効果リスク回避効果

13排水及び大気への排出量の削減効果を、仮定を用いて貨幣価値に換算した効果みなし経済効果

28
事業活動に伴って使用された恵那ルギー関連、廃棄物処理・リサイクル関連、
水の使用量及び投入物質量削減などによる経済効果

実質的経済効果

［単位　百万円］

1,755合計



全員活動･地域との共生、コミュニケーション

　　　　　ＩＳＯ１４００１に基づき、従業員全員（構内駐在業者を含む）を対象に環境教育を実施しています。

　　　　環境教育の目的は、環境マネジメントシステムの理解と法律順守を徹底し、環境保全の重要性や、それぞ
　れの業務が環境に与える影響を自覚すると共に、従事業務内容に応じた力量を確保することです。

従業員の啓蒙活動

　 　　 分別をチェックする「廃棄物パトロール」を実施。各部門の分別状況を
確認し、指導すると共に、従業員にゴミ分別に関する理解を促しました。

●廃棄物パトロール

●チーム・マイナス６％への参画
　 　　・クール・ビズの推進：ノーネクタイを推進しました。

　　　　・冷房設定温度を２８℃に徹底しました。

　　　 ・ライトダウンキャンペーンへの参加：本工場と西分工場のネオン看板のライトダウンを実施しました。

●環境月間（６月）

●３R推進月間（１０月）

●環境教育

●従業員への情報発信

　　　　・身近に実践できることやちょっとした心がけを紹介していく
　　ちょこっとエコ

　　　　・事業所内に設置された環境掲示板への環境情報の掲示

　　　　・環境インフォメーションレター
　　　　　　電力システム社に関係するすべての従業員に年に４回、環境イン

　　　　　　フォメーションレターを配布し、従業員及び、ご家族の方に環境

　　　　　　に対する電力システム社の取り組みを紹介しています。

●チーム・マイナス６％への参画

●省エネ月間（２月）

　 　　廃木材（パレット）と木くずについて交換を成立させました。

●横浜市廃棄物交換システムの活用促進

環境月間

－１５－

環境掲示板

●鶴見クリーンキャンペーンに参加

　 　　入船公園～フラワーロードのごみ拾い活動を実施しました。

　 　　 ・暖房設定温度を２０℃に徹底しました。

　　　　・既存設備の省エネ機器への更新を行いました。

　　　　・水多用施設の設備点検を行いました。
　　　　・環境家計簿登録推進：家庭でのCO2排出量を把握することで、削減への取り
　　　　　組みのきっかけにしてもらう環境家計簿への登録を推進しました。

　　　　・工場配管のエア漏れ点検、修理を実施しました。

　　　　

●廃棄物の分別指導

　　　　　全部門を対象に廃棄物の分別を指導しました。分別精度の向上により資源化の促進を図っています。

消灯！

ライトダウンキャンペーン

●モデルショップ説明会開催

　　　　　 EASTER（※１ ）で高評価を得るための要件をそろえたモデル

　　　　ショップを整え、部門に説明しました。

モデルショップ説明会の様子

LED掲示板

ちょこっとエコ

●廃棄物集積場の分別確認

●通勤路清掃　

※１　EASTER：Environmental Audit System in TOSHIBA on basis for Eco Responsibility
　　　　　　　（東芝総合環境監査）



全員活動･地域との共生、コミュニケーション

－１６－

　 　　かながわ地球環境賞とは、神奈川県及びかながわ地球環境保全推進会
議により地球環境保全に向けた実践的な活動を行い、その業績や功労が
顕著である個人や団体に贈られる賞です。

　　　　京浜事業所は、火力、水力、原子力及び新エネルギーに関わる機器の
製造を通して、CO２排出量削減に有効な製品の開発を行い、また、事

業活動に伴う環境への負荷を提言する取り組みが積極的にされているこ
とが評価されました！

●かながわ地球環境賞受賞

外部コミュニケーション外部コミュニケーション

●行政との交流

かながわ地球環境賞受賞

●「えこぽると」掲載

　 　　環境に関するさまざまな情報を提供している「えこぽると」（よこはま環境行動情報サイト）のコラムに
横浜企業の環境行動として、京浜事業所の取り組みが掲載されました。

　　　　（2008年5月）

　　　　異常事態想定訓練は、環境負荷が著しく高い施設に対し、

起こりうる異常事態を想定し、その対処方法について標準化

しています。各部門で年度計画に則って異常事態想定訓練を

実施し、不具合を是正しながら、環境事故の未然防止に努め

ています。

　 　　　2008年度は環境負荷が特に高いとして定められた２７施

設で異常事態想定訓練を実施すると共に、各部門で自主的に

設定した施設・工程等でも訓練を行っています。　

異常事態想定訓練

●横浜市「環境月間パネル展」に出展

●市民との交流

　　　　2007年度より6月の環境月間イベントとし
て横浜市が主催している「環境月間パネル展」

に出展しています。2008年度も横浜市中央
図書館に展示し、京浜事業所の環境保全活動
について紹介しました。

環境月間パネル展

●留学生インターンシップ生受け入れ

　　　　　関東学院大学、東北大学大学院より2名

の留学生を研修生として受け入れました。
　　　　研修生には、廃棄物の管理方法の学習や

廃棄物処分業者の現地確認、また、研修生
が内部監査員となり監査を行う模擬内部監
査を体験していただき、京浜事業所の環境

　　　への取り組みを学んでいただきました。

インターンシップ生実習の様子

URL:http://www.city.yokohama.jp/me/kankyou/kkjs/

廃棄物集積場火災事故想定訓練



全員活動･地域との共生、コミュニケーション

－１７－

　 　　　従業員の全員活動の一環として、６月（環境月間）と１０月（３R月間）に周辺地域の清掃ボランティア
を実施しています。

　 　　１９９４年より継続して通勤路の清掃を実施しており、２００８年度も多くの方に参加していただき、地
域の美化に努めました。

●事業所周辺の清掃

全員活動・地域との共生全員活動・地域との共生

●他事業所との交流会を実施

　 　　同じ横浜地区にある東芝生産技術センターとの交流会を実施しました。環境保全設備の管理方法や行政
との連携の仕方など、優れているところを良い見本として、京浜事業所は環境の取り組みに対して更に
高いレベルを目指していきます。

●廃棄物処分業者の現地確認
　 　　 京浜事業所から排出される廃棄物の処理業者に対し現地調査を実施し、

適切に処理されていることを確認しました。

●（株）東京臨海リサイクルパワー見学

●主要取引先巡回
　 　　 グリーン調達活動の一貫として、主要取引先を対象に巡回指導を実施し

ています。2008年度は３社を訪問し、環境面での確認・チェックを実施
し指導を行いました。

●他社・他事業所との交流

●取引先との交流

廃棄物処分業者の現地確認
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１０月は当月の参加者としては過

去最多の３７７名でした！



シャリンバイ
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『京浜の森づくり』

～京浜臨海部で緑のネットワークづくり～　　　　

　『京浜の森づくり』とは、横浜市が提唱し、企業、市民、

行政が協働して、企業緑地や公共の緑などをつないで壮大な

緑のネットワーク「森」をつくる計画です。

　鶴見区、神奈川区の臨海部（面積約1.600ha）を対象とし、うち末広地区約

235haでは、平成17年12月に当社を含め10社と横浜市長が「協働緑化宣言」

を行っています。

　海芝公園入口には、「京浜の森ロゴマーク」を掲げて、企業、市民、行政それ

ぞれが環境行動として緑化を進めるよう呼びかけています。

　　　出典：横浜市　環境創造局　ＨＰより
　　　URL：http://www.city.yokohama.jp/me/kankyou/kisha/h17/051109-1.pdf

全員活動･地域との共生、コミュニケーション

　 京浜事業所は敷地の一部を海芝公園として地域の方に開放しています。つばさ橋を望む海の上の駅として

とても魅力ある海芝浦駅を訪れた方に、電車発車時刻までの憩いの場を提供しています。

　　　　2006年に横浜市の『京浜の森づくり』に賛同し、地域への水際緑地の公開事業の一環として海芝公園の

拡張を実施いたしました。

　

海芝公園海芝公園

－１８－

事業所のすぐ横、敷地の一部
を開放している。

『京浜の森づくり』で拡張した部分

京浜の森ロゴマーク

つばさ橋やベイブリッジを望む素晴らしい景観で、地域の方が
見学に来たり、小学生が写生に来ることもあります。

工業地帯を緑が彩る

公開に当たり、鶴見区長を招いて
オープニングセレモニーを開催し
ました。写真はそのときの様子。
　　　　　　　（2006年5月17日）



200９年度の新規取り組み

事業所における環境配慮事業所における環境配慮

●地球温暖化場防止

●スクリュー式コンプレッサ導入

●シャワー室温水器更新

●塗装場の乾燥機更新

●物流CO2削減に向けてのデータ収集

●電力システム社とマニュアルの統合

●ISO14001更新審査

●EMSの持続的改善

●化学物質の排出量削減

●塗装場に除去装置導入

●資源の有効活用

●分別の徹底

●節水ゴマによる水受入量の削減

●構内不要物の有効利用

－１９－

２００９年度スケジュール２００９年度スケジュール

環境月間

環境教育

審査

監査

広報

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月

［電力社］

内部監査

京浜事業所内

内部監査

環境月間 ３R月間 省エネ月間

通勤路清掃 通勤路清掃

EASTER

監査受査

指摘事項の改善

指摘事項の改善指摘事項の改善 ISO14001

審査更新

前年度指摘事項の改善と横展開

新人教育 環境教育実施 フォローアップ教育

調査、下期計画 評価ランク向上改善実施

環境活動紹介

ﾘｰﾌﾚｯﾄ発行

●環境コミュニケーション

●神奈川県「環境インターンシップ」生受け入れ

環境報告書

発行

スクリュー式コンプレッサ

全員活動・地域との共生・コミュニケーション全員活動・地域との共生・コミュニケーション

　２００９年度より、神奈川県環境農政部主催である「環境インターンシップ」生の受け入れを行います。

少しでも多くの学生に参加していただき、京浜事業所の環境業務を理解していただくとともに、環境活動

に対する意欲を高めるきっかけになってもらえればと思います。

●労使共催イベント「東芝の森・伊勢原植林体験会」

　東芝は、「東芝グループ１５０万本の森づくり」の一環として、2009

年3月に神奈川県が創設した「森林再生パートナー」の第１号となり、神

奈川県、伊勢原市、伊勢原市森林組合と「かながわの森林再生に関する協

定」を締結しました。 京浜事業所でも労使共催で植林体験会を開催します。



　電力システム社　京浜事業所

ＴＯＳＨＩＢＡ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ

Ｋｅｉｈｉｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｏｐｅｒａｔｉｏｎｓ

〒230-0045　横浜市鶴見区末広町２丁目４番地

℡（045）510-5016（大代表）

4,2-chome,Suehiro-cho,Tsurumi-ku,Yokohama 230-0045

Phone:+81-45-510-5016 http://www.toshiba.co.jp




